
彙
報◎

二
〇
一
六
年
度
大
会
（
二
〇
一
六
年
七
月
二
三
日
）

【
研
究
報
告
】

髙
鳥

廉
「
大
徳
寺
の
十
刹
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
室
町
幕
府
禅
宗
官
寺
制

度
の
再
考
に
向
け
て
―
」

宮
崎

聖
明

「
明
代
後
期
地
方
衙
門
に
お
け
る
吏
員
人
事
制
度
の
運
用
実
態

―
遼
寧
省
檔
案
館
蔵
明
代
檔
案
を
手
か
が
り
に
―
」

田
村

理

「

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
自
由
」
と
奴
隷
制
―
書
籍
商

Ｅ
・
ラ
シ

「ュ
ト
ン(

〜

年)
の
た
た
か
い
に
即
し
て
―
」

1756
1814

今
泉

和
也
「
古
典
期
マ
ヤ
に
お
け
る
「
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
の
影
響
」
―
三
足

円
筒
土
器
の
分
析
を
通
し
て
―
」

【
講

演
】

三
木
聰
先
生
記
念
講
演
（
東
洋
史
学
講
座
・
特
任
教
授
）

「
雍
正
五
年
「
抗
租
禁
止
条
例
」
再
考
―
戦
後
歴
史
学
と
現
代
歴
史
学

と
の
は
ざ
ま
で
―
」

◎

二
〇
一
六
年
度
総
会
（
二
〇
一
六
年
七
月
二
三
日
）

総
会
に
て
北
大
史
学
会
の
委
員･

会
計
監
査
が
以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

〔
委

員
〕
高
瀬
克
範
・
川
口
暁
弘
・
谷
本
晃
久
・
井
上
敬
介
・
吉
開
将

人
・
長
谷
川
貴
彦
・
権
錫
永
・
髙
鳥
廉
・
南
部
玲
生
・
鈴
木
山

海
・
福
井
慶
丈
・
今
泉
和
也

〔
会
計
監
査
〕
橋
本
雄

次
に
二
〇
一
五
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
以
下
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

Ⅰ
．
収
入

前
年
度
繰
越
金

一
、
〇
六
三
、
四
五
四
円

二
〇
一
五
年
度
収
入

三
九
一
、
六
〇
二
円

（
内
訳
）

会
費

三
五
九
、
〇
〇
〇
円

広
告
代
（
北
大
出
版
会
）

五
、
〇
〇
〇
円

抜
刷
代
立
替
返
却
分

七
、
五
六
〇
円

会
誌
販
売
代
金

一
〇
、
〇
〇
〇
円

寄
付

一
〇
、
〇
〇
〇
円

銀
行
口
座
利
息

四
二
円

合
計

一
、
四
五
五
，
〇
五
六
円

Ⅱ
．
支
出

（
内
訳
）

『
北
大
史
学
』
五
五
号
・

史
筵
』
一
三
号
出
版
費
用

『

（
印
刷
代
〈
含
・
抜
刷
代
〉
お
よ
び
振
込
手
数
料
）
四
〇
二
、
八
九
四
円

郵
送
費
（

北
大
史
学
』
発
送
費
用
）

二
八
、
七
二
〇
円

『

郵
送
費
（
大
会
・
例
会
案
内
等
）

七
、
二
六
六
円

事
務
費
用
（
宛
名
ラ
ベ
ル
）

七
四
〇
円

次
年
度
繰
越
金

一
、
〇
一
五
、
四
三
六
円

合
計

一
、
四
五
五
，
〇
五
六
円

北
大
史
学
会
会
報

史
筵

１４
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◎

月
例
研
究
会

（
一
）
二
〇
一
五
年
九
月
一
二
日

井
上

啓
介
「
書
評･

米
山
忠
寛
著
『
昭
和
立
憲
制
の
再
建

（
千
倉
書
房
、
二

』

〇
一
五

」）

（
二
）
二
〇
一
六
年
五
月
九
日

村
本

周
三
「
ト
ビ
ニ
タ
イ
文
化
期
の
石
器
組
成
に
つ
い
て
」

高
瀬

克
範
「
石
錐
の
使
用
方
法
を
解
明
す
る

千
歳
市
キ
ウ
ス
四
・
美
々

—
四
遺
跡
の
事
例
分
析

」

—

◎

二
〇
一
五
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
発
表
会

（
二
〇
一
六
年
二
月
二
三
日
）

【
卒
業
論
文
発
表
】

田
渕

里
奈
「
紀
元
前
四
世
紀
の
「
サ
ト
ラ
ッ
プ
反
乱
」
と
ア
ケ
メ
ネ
ス
帝

国
」

木
村

聡
「
予
算
編
成
か
ら
見
た
海
軍
省
・
軍
令
部
関
係
」

三
浦

梨
紗
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
革
命
祭
典(

一
七
八
九
―
一
七
九
三)

」

佐
藤

加
奈
「
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
教
育
政
策
構
想
―
台
湾
総
督
府
学

務
課
長
・
持
地
六
三
郎
を
中
心
に
―
」

高
橋

彩
美
「
三
国
呉
の
都
城
「
武
昌
」
と
陸
遜
」

【
修
士
論
文
発
表
】

高
鳥

廉
「
室
町
幕
府
の
祈
禱
空
間
と
護
持
僧
―
武
家
祈
禱
の
史
的
展
開
と

足
利
将
軍
家
―
」

富
士

貴
央
「
古
代
イ
タ
リ
ア
農
村
部
の
聖
域
と
ロ
ー
マ
支
配
―
サ
ム
ニ
ウ
ム

の
事
例
を
中
心
に
」

◎

二
〇
一
五
年
度
博
士
論
文･

修
士
論
文･

学
士
論
文
題
目

〈
日
本
史
〉

●
博
士
論
文

大
谷

伸
治
「
昭
和
戦
前
～
戦
後
初
期
の
〈
国
体
〉
と
〈
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
〉
―

―
日
本
国
憲
法
と
の
連
続
性
に
着
目
し
て
―
―
」

大
和
田

努
「
日
本
中
世
外
記
官
人
の
研
究
―
―
廷
臣
の
参
集
の
場
と
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
中
心
に
―
―
」

曹

建
平
「
近
代
満
洲
に
お
け
る
煙
草
産
業
に
関
す
る
研
究
」

張

集
歓
「
一
九
三
〇
―
一
九
四
〇
年
代
中
国
河
南
地
域
に
お
け
る
商
人
組

織
の
研
究
」

●
修
士
論
文

髙
取

廉
「
室
町
幕
府
の
祈
祷
空
間
と
護
持
僧
―
―
武
家
祈
祷
の
史
的
展
開

と
足
利
将
軍
家
―
―
」

丁

竹
君
「
明
朝
に
お
け
る
朝
貢
品
の
進
貢
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
」

山
岸
遼
太
郎
「
源
実
朝
政
権
の
構
造
と
対
京
政
策
」

●
学
士
論
文

木
村

友
香
「
兵
粮
か
ら
見
る
島
原
・
天
草
一
揆
の
籠
城
体
制
」

藤
本

将
晃
「
大
正
期
に
お
け
る
軍
部
大
臣
文
官
制
導
入
問
題
」

水
野

聡
允
「
戦
前
・
戦
中
期
の
南
樺
太
」

渡
邊
健
太
郎
「
高
崎
藩
の
運
上
政
策
を
め
ぐ
る
請
負
商
人
と
銚
子
醤
油
商
人
の

対
立
―
―
十
八
世
紀
を
中
心
に
―
―
」

市
川

優
太
「
足
利
義
材
の
諸
国
流
浪
」

伊
東
ゆ
う
子
「
日
本
古
代
の
行
幸
と
女
性
」

金
石

瑞
季
「
室
町
幕
府
の
関
所
政
策
」

木
村

聡
「
予
算
編
成
か
ら
見
た
海
軍
省
・
軍
令
部
関
係
」

瀬
尾

涼
太
「
後
北
条
氏
領
国
に
見
る
戦
国
期
禁
制
」

高
尾

優
太
「
天
保
期
江
戸
に
お
け
る
「
非
人

・

無
宿
」
間
の
身
分
的
流

」
「



動
」

藤
井

も
も
「
日
本
人
は
原
爆
投
下
を
ど
う
と
ら
え
た
か
」

古
屋
紗
也
香
「
昭
和
九
年
函
館
大
火
後
の
復
興
過
程
」

細
江

隆
史
「
東
条
英
機
断
罪
論
再
審
」

本
多
俊
太
郎
「
足
利
義
政
期
を
中
心
と
す
る
同
朋
衆
の
研
究
」

宮
木

俊
樹
「
昭
和
初
期
対
ソ
外
交
に
お
け
る
日
ソ
不
可
侵
条
約
問
題
」

〈
東
洋
史
〉

●
博
士
論
文

鷲
尾

浩
幸
「
清
末
民
初
江
南
の
地
方
自
治
と
基
層
社
会
」

●
学
士
論
文

内
山

壮
「
シ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
治
世
末
期
の
帝
位
継
承
争
い
」

小
海

祈
「
民
国
期
雲
南
に
お
け
る
自
治
意
識
の
展
開
」

信
太

滉
平
「
穰
侯
魏
冉
に
見
る
秦
の
封
建
制
」

高
橋

彩
美
「
三
国
呉
の
都
城
「
武
昌
」
と
陸
遜
」

田
渕

里
奈
「
紀
元
前
４
世
紀
の
「
サ
ト
ラ
ッ
プ
反
乱
」
と
ア
ケ
メ
ネ
ス
帝

国
」

中
野

貴
文
「
清
代
後
期
台
湾
の
番
割
に
つ
い
て
―
―
噶
瑪
蘭
の
呉
沙
を
中
心

に
―
―
」

三
好

一
眞
「
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
朝
の
王
位
継
承
か
ら
見
た
「
一
六
八
八
年
政

変

」」

渡
辺

恭
介
「
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
仕
え
た
グ
ル
ジ
ア
人
ゴ
ラ
ー
ム
」

〈
西
洋
史
〉

●
修
士
論
文

富
士

貴
央
「
古
代
イ
タ
リ
ア
農
村
部
の
聖
域
と
ロ
ー
マ
支
配
―
サ
ム
ニ
ウ
ム

の
事
例
を
中
心
に
―
」

吉
田
光
太
郎
「
三
十
年
戦
争
後
期
に
お
け
る
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
と
西
南
ド
イ

ツ
帝
国
ク
ラ
イ
ス
」

海
老
原
あ
す
み
「
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
統
一
と
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
社
会
」

白
浜

亜
耶
「
近
世
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
財
政
」

●
学
士
論
文

平
松

裕
菜
「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
政
策
に
つ
い
て
」

山
本

浩
之
「
一
八
四
八
年
革
命
と
民
衆
運
動
」

折
元

祐
介
「
祝
祭
を
取
り
巻
く
政
治
―
―
近
代
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
期
の
政

治
文
化
」

青
木
し
ず
か
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
女
性
と
宗
教
」

河
渕

悠
希
「
二
〇
世
紀
転
換
期
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
形
成
」

田
畑

麻
美
「
一
三
～
一
四
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
白
党
と
黒
党
の

対
立
に
つ
い
て
」

成
田

冬
真
「
近
世
ケ
ル
ン
選
帝
侯
領
に
お
け
る
魔
女
狩
り
」

深
川

祐
太
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
統
一
政
策
」

三
浦

梨
紗
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
革
命
祭
典
（
一
七
八
九
―
一
七
九
三

」
）

奥
泉

結
亜
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
を
放
浪
す
る
人
び
と
」

椿

美
咲
「
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
―
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

の
月
曜
デ
モ
に
着
目
し
て
―
」

岩
渕

康
平
「
帝
政
期
ロ
ー
マ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
拡
大
を
め
ぐ
っ
て
―

政
治
社
会
史
的
解
釈
―
」

岸

百
合
子
「
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

世
時
代
に
お
け
る
領
邦
テ
ィ
ロ
ル
の
構

1

造
」

庭
田

沙
綾
「
一
九
世
紀
後
半
の
南
ド
イ
ツ
諸
国
と
ド
イ
ツ
帝
国
建
設
を
め
ぐ

る
諸
問
題
」

松
村
陽
佳
里
「
ミ
ト
リ
ダ
テ
ス
戦
争
の
文
化
的
背
景
」

宗
像
の
ぞ
み
「
古
代
ロ
ー
マ
の
水
道
行
政
―
鉛
管
の
検
討
を
中
心
に
―
」



〈
歴
史
文
化
論
〉

●
博
士
論
文

金

榮
美
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
〈
娯
楽
問
題
〉
に
関
す
る
研
究
」

井
上

将
文
「
東
郷
実
と
帝
国
日
本
」

井
上

淳
生
「
日
本
に
お
け
る
社
交
ダ
ン
ス
の
上
演
作
品
化
に
関
す
る
舞
踊
人

類
学
的
研
究
」

●
学
士
論
文
（
歴
史
学
分
野
の
み
）

鈴
木

皓
「
帝
国
日
本
の
「
内
地
延
長
主
義

」」

佐
藤

加
奈
「
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
教
育
政
策
構
想

―
台
湾
総
督
府

学
務
課
長
・
持
地
六
三
郎
を
中
心
に
―
」

磯
野

伸
也
「
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
黒
人
射
殺
事
件
報
道
を
め
ぐ
る
一
考

察
」

島

優
樹
「
永
井
柳
太
郎
の
朝
鮮
統
治
論
」

薄
井

沙
織
「
ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス
キ
ア
と
「
黒
人
性
」
を
め
ぐ
る
一

考
察
」

丸
小

進
平
「
近
代
日
本
ム
ス
リ
ム
の
巡
礼
」

〈
北
方
文
化
論
〉

●
修
士
論
文
（
考
古
学
分
野
の
み
）

徳
永

知
久
「
北
海
道
出
土
古
銭
の
研
究
」

●
学
士
論
文
（
考
古
学
分
野
の
み
）

勝
木

麗
華
「
ク
ワ
と
ス
キ
に
関
す
る
考
古
学
的
考
察
」

◎

研
究
室
便
り

〈
日
本
史
〉

二
〇
一
六
年
四
月
、
井
上
敬
介
助
教
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
修
士
課
程

か
ら
北
大
に
学
ん
で
、
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
、
か
つ
て
の
教
え
子
が
同
僚

と
な
っ
た
。
指
導
教
員
と
し
て
感
慨
一
入
で
あ
る
。

日
本
史
学
講
座
は
、
相
変
わ
ら
ず
の
大
所
帯
で
あ
る
。
教
員
六
名
、
博
士
課

程
七
名
、
修
士
課
程
十
一
名
、
学
士
課
程
五
十
七
名
、
合
計
し
て
七
十
五
名
で

あ
る
。
休
学
者
を
除
い
て
も
こ
の
人
数
で
あ
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

各
ゼ
ミ
ご
と
に
行
事
も
盛
ん
で
あ
る
。
中
世
史
ゼ
ミ
で
は
、
八
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
引
き
受
け
た
。
北
海
道
初
の
試

み
で
あ
る
。
院
生
・
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
近
年
あ
ら
た
な
展
開
を
見
せ
る

北
方
史
研
究
の
最
前
線
に
触
れ
、
巡
検
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
め
方
な
ど
を
学

び
、
全
国
の
研
究
者
と
交
流
す
る
、
得
難
い
機
会
に
な
っ
た
。

近
世
史
ゼ
ミ
で
は
本
年
九
月
中
旬
に
、
博
士
課
程
院
生
の
尽
力
に
よ
り
、
初

め
て
学
部
・
院
合
同
の
夏
合
宿
を
行
い
、
津
軽
半
島
を
一
巡
し
た
。

近
代
に
関
し
て
は
、
置
戸
合
宿
が
大
団
円
を
迎
え
た
。
九
月
二
十
三
日
～
二

十
六
日
に
日
本
史
学
講
座
、
教
育
学
部
辻
ゼ
ミ
、
経
済
学
部
満
薗
ゼ
ミ
と
の
合

同
で
行
い
二
十
八
名
が
参
加
し
た
。
三
年
目
と
な
っ
た
戦
後
社
会
教
育
関
係
文

書
の
目
録
作
成
は
一
六
五
一
点
す
べ
て
完
了
し
た
。

今
年
の
研
修
旅
行
は
、
九
月
五
日
～
九
日
の
日
程
で
、
広
島
・
宮
島
・
呉
を

訪
問
し
た
。
平
和
記
念
資
料
館
や
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
っ
た
近
現
代
史
を

代
表
す
る
博
物
館
を
見
学
で
き
た
。
集
合
、
解
散
、
宿
泊
場
所
が
参
加
者
ご
と

に
異
な
る
と
い
う
前
衛
的
な
旅
行
計
画
に
、
世
代
の
差
を
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い

（
文
責
：
川
口
）

。



〈
東
洋
史
〉

本
年
九
月
現
在
、
東
洋
史
学
研
究
室
は
、
教
員
三
、
専
門
研
究
員
二
、
研
究

生
一
、
大
学
院
・
博
士
課
程
二
、
修
士
課
程
一
の
計
九
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

学
部
生
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
度
、
研
究
室
の
教
員
を
指
導
教
員
と
す
る

卒
業
論
文
が
計
八
本
提
出
さ
れ
た
。
現
在
、
東
洋
史
学
研
究
室
の
教
員
を
指
導

教
員
・
担
任
と
す
る
学
部
生
は
、
四
年
生
六
、
三
年
生
五
、
二
年
生
八
の
計
十

九
名
で
あ
る
。

教
員
数
が
三
名
と
な
っ
た
の
は
、
三
月
末
を
も
っ
て
、
准
教
授
の
守
川
知
子

氏
が
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
に
転
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
十
年
間
の
北
大
在
職
中
に
、
研
究
室
に
与
え
て
下
さ
っ
た
多
く
の
良
き

影
響
と
、
長
年
に
わ
た
る
北
大
史
学
会
へ
の
貢
献
に
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

年
度
末
に
十
勝
岳
温
泉
で
開
催
さ
れ
た
定
例
の
「
追
い
コ
ン
」
は
、
同
僚
・
学

生
か
ら
の
同
氏
に
対
す
る
謝
辞
に
溢
れ
て
い
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
。

以
下
、
そ
の
他
の
近
況
を
ま
と
め
る
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
長
年
院

生
と
し
て
在
籍
し
た
鷲
尾
浩
幸
氏
が
、
博
士
論
文
『
清
末
民
初
江
南
の
地
方
自

治
と
基
層
社
会
』
を
提
出
し
、
三
月
に
課
程
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
こ
と
が

あ
る
。
研
究
室
修
了
生
・
関
係
者
で
は
、
昨
年
度
十
月
を
も
っ
て
、
小
林
晃
氏

が
熊
本
大
学
准
教
授
に
、
ま
た
四
月
を
も
っ
て
、
城
地
孝
氏
が
同
志
社
大
学
助

教
、
亀
谷
学
氏
が
弘
前
大
学
講
師
に
採
用
さ
れ
た
。
加
え
て
、
四
月
に
は
名
誉

教
授
の
菊
池
俊
彦
氏
が
第
二
回
北
海
道
考
古
学
会
学
会
賞
を
受
賞
さ
れ
、
五
月

に
は
長
年
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
邦
訳
の
業
績
が
評
価
さ
れ
て
、
佐

藤
健
太
郎
氏
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
文
化
団
体
か
ら
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
賞
を

授
与
さ
れ
た
。
外
国
人
研
究
者
が
、
外
国
史
研
究
に
お
い
て
現
地
研
究
者
に
認

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
格
別
の
価
値
が
あ
る
。
諸
氏
の
ご
活
躍
を
お
喜
び
申

し
上
げ
る
。
こ
の
ほ
か
、
四
月
を
も
っ
て
、
吉
開
が
准
教
授
か
ら
教
授
に
昇
任

し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

教
員
は
そ
れ
ぞ
れ
各
自
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
退
任
前
の
最
終
年
度
に
あ

た
る
三
木
聰
氏
は
、
守
川
知
子
編
『
移
動
と
交
流
の
近
世
ア
ジ
ア
史

（
北
海

』

道
大
学
出
版
会
）
に
「
明
清
交
替
期
の
地
方
士
大
夫
と
旅

福
建
寧
化
県
の

―

李
世
熊
を
中
心
と
し
て

」
を
発
表
し
た
。
佐
藤
氏
は
「

世
紀
チ
ュ
ニ

―

17

ジ
ア
の
モ
リ
ス
コ

（
神
崎
忠
昭
編
『
断
絶
と
新
生
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版

」

会
）
な
ど
を
発
表
し
た
。
吉
開
は
、
科
研
費
（
基
盤
研
究
Ｃ

「
中
国
共
産
党

）

と
多
民
族
史
論
」
を
獲
得
し
、
中
華
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
苗
族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
関
心
か
ら
二
十
世
紀
中
国
民
族
史
学
史
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
刊

行
業
績
と
し
て
は
、
こ
の
一
年
は
空
白
で
あ
る
。

な
お
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
に
は
、
北
大
東
洋
史
談
話
会
か
ら
『
史
朋
』
四

八
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
院
生
主
導
の
学
術
誌
と
し
て
全
国
の
東
洋
史
研
究
室
に

先
駆
け
て
発
刊
さ
れ
た
『
史
朋
』
で
は
あ
る
が
、
四
月
の
談
話
会
総
会
で
、
運

営
母
体
と
な
る
院
生
数
の
減
少
の
た
め
、
残
り
二
号
を
刊
行
し
た
後
は
し
ば
ら

く
休
刊
す
る
こ
と
が
、
す
で
に
議
決
さ
れ
て
い
る
。
で
き
る
限
り
早
い
時
期
の

復
刊
を
目
指
し
た
い
が
、
本
研
究
室
が
図
ら
ず
も
守
川
氏
の
転
出
、
三
木
氏
の

退
職
を
重
ね
て
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
時
期
に
、
折
悪
し
く
北
大
は
全
国

の
旧
帝
大
に
先
駆
け
て
急
進
的
な
改
革
に
着
手
し
た
。
そ
の
余
波
を
受
け
、
目

下
、
本
研
究
室
は
「
藤
井
（
教
授
）
事
件

（
一
九
五
〇
～
六
三
年
）
以
来
の

」

存
亡
の
危
機
の
中
に
あ
る
。
若
者
の
中
で
ア
ジ
ア
の
隣
国
に
対
す
る
不
人
気
が

一
巡
し
、
知
的
好
奇
心
の
高
い
学
部
生
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
何
と
か
佐
藤

氏
と
と
も
に
苦
境
を
脱
し
た
い
と
願
い
、
日
々
奮
闘
中
で
あ
る

（
文
責
：
吉

。

開
）



〈
西
洋
史
〉

本
年
度
の
西
洋
史
学
講
座
の
概
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
本
講

座
は
教
員
四
名
、
専
門
研
究
員
四
名
、
博
士
後
期
課
程
学
生
三
名
、
修
士
課
程

学
生
五
名
、
学
部
学
生
三
七
名
、
計
五
三
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
博
士
後
期
課
程
学
生
一
名
、
修
士
課
程
学
生
四
名
、
学
部
学
生
一

一
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
メ
ン
バ
ー
の
横
溢
な

活
動
に
よ
り
、
研
究
室
は
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

教
員
の
動
向
に
関
し
て
は
、
山
本
文
彦
先
生
が
研
究
科
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
大
学
を
め
ぐ
る
環
境
が
激
変
す
る
な
か
で
の
重
責
を
担
わ
れ
、
多
忙
な
る

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
砂
田
徹
先
生
が
、
半
年
間
の
サ
バ
テ
ィ
カ

ル
研
修
を
終
え
ら
れ
、
本
年
四
月
よ
り
校
務
に
復
帰
さ
れ
た
こ
と
で
、
研
究
室

に
活
気
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
な
ら
び
に
、
本
年
は
教
員
に
よ
る
著
書
の
出

版
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
松
嶌
明
男
先
生
は

『
図
説
ナ
ポ
レ
オ
ン
―
政
治
と
戦

、

争

フ
ラ
ン
ス
の
独
裁
者
が
描
い
た
軌
跡

（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
六
年

』

一
月
）
を
出
版
さ
れ
、
最
新
の
研
究
に
基
づ
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
像
を
、
読
み
や
す

い
筆
致
で
生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
ま
し
た
。
長
谷
川
貴
彦
先
生
は

『
現
代

、

歴
史
学
へ
の
展
望
―
言
語
論
的
転
回
を
超
え
て

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年

』

五
月
）
を
上
梓
な
さ
い
ま
し
た
。
英
米
、
お
よ
び
日
本
の
現
代
歴
史
学
の
系
譜

を
明
快
に
整
理
し

「
言
語
論
的
転
回
」
以
後
へ
の
展
望
を
述
べ
ら
れ
た
意
欲

、

的
な
著
作
で
す
。

加
え
て
、
本
講
座
の
動
静
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
夏
期
集
中
講
義
と
し
て
、

今
年
の
九
月
中
旬
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
よ
り
藤
原
辰
史
先
生
を
お
迎

え
し
た
こ
と
で
す
。
藤
原
先
生
は
ド
イ
ツ
近
現
代
史
が
専
門
で
す
が
、
時
代
・

地
域
の
枠
を
超
え
た
講
義
内
容
に
よ
り
、
教
室
に
は
多
く
の
学
生
が
集
ま
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
教
師
と
学
生
と
の
相
互
の
対
話
に
重
き
を
置
か
れ
た
講
義

は
大
変
な
好
評
を
博
し
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
受
講
者
の
主
体

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
、
活
気
に
満
ち
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通

じ
て
、
歴
史
学
を
研
究
す
る
意
義
に
つ
い
て
多
大
な
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
責
：
長
谷
川
）

〈
歴
史
文
化
論
〉

二
〇
一
六
年
度
の
歴
史
文
化
論
講
座
は
、
教
員
五
名
、
博
士
後
期
課
程
五
名
、

修
士
課
程
八
名
、
専
門
研
究
員
四
名
、
共
同
研
究
員
一
名
、
研
究
生
一
名
、
学

部
生
四
〇
名
か
ら
な
っ
て
い
る
。
教
員
の
数
は
も
と
も
と
八
名
体
制
だ
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
寂
し
い
限
り
だ
が
、
文
学
研
究
科
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
五
人

体
制
の
ま
ま
焦
げ
付
い
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
の
も
、
や
む
な
し
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
れ
以
上
の
由
々
し
き
事
態
は
、
大
学
院
生
の
総
数
の
激
減
で
あ
る
。

と
く
に
、
歴
史
系
の
優
秀
な
大
学
院
進
学
者
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

明
る
い
話
題
も
あ
る
。
ま
ず
、
文
化
人
類
学
の
小
田
博
志
先
生
が
教
授
に
昇

進
さ
れ
た
こ
と
は
講
座
の
喜
び
で
あ
る

「
平
和
学
」
を
打
ち
出
し
、
学
生
た

。

ち
の
間
で
も
人
気
の
あ
る
小
田
先
生
の
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
た
い
。

韓
国
の
光
云
大
学
の
金
光
烈
先
生
が
客
員
研
究
員
と
し
て
来
ら
れ
た
。
一
年

間
、
日
本
陸
軍
の
飛
行
場
建
設
に
関
す
る
研
究
を
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
こ
一
年
間
で
博
士
学
位
取
得
者
は
三
人
い
た
。
韓
国
か
ら
留
学
生
と
し
て

来
て
い
た
金
榮
美
さ
ん
は
日
本
語
の
壁
を
乗
り
越
え
て
、
立
派
に
学
位
を
取
得

し
、
現
在
は
韓
国
の
国
民
大
学
校
で
ポ
ス
ド
ク
を
や
っ
て
い
る
。
井
上
將
文
君

は
博
士
課
程
に
進
学
し
て
三
年
目
で
学
位
を
取
得
し
た
。
快
挙
と
言
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。
三
年
で
学
位
を
取
得
す
る
に
は
、
か
く
あ
る
べ
し
、
と
い
う
見
本
を

示
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
多
々
課
題
も
残
し
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
一
冊
の
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
日
を
楽
し

み
に
待
ち
た
い
。
ほ
か
に
、
文
化
人
類
学
の
井
上
淳
生
君
も
学
位
を
取
得
し
、

専
門
研
究
員
と
な
っ
た
。
以
上
の
三
人
の
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
成
長
と
ご
活
躍

を
期
待
し
た
い

（
文
責
：
権
）

。



〈
北
方
文
化
論
〉

二
〇
一
五
年
度
の
北
方
文
化
論
講
座
（
考
古
学
，
文
化
人
類
学
・
博
物
館
学
，

民
族
言
語
学
）
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
，
教
員
四
名
，
博
士
後
期
課
程
八
名
，
修

士
課
程
六
名
，
学
部
生
一
三
名
の
，
計
三
一
名
で
す
。

考
古
学
分
野
で
は
，
夏
季
の
野
外
実
習
と
し
て
第
五
回
豊
浦
町
礼
文
華
遺
跡

発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
二
〇
一
五
年
九
月
八
日
～
九
月
二
一
日

。
昨

）

年
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
た
墓
壙
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
に
よ
り
，
続
縄
文
文

化
前
半
期
の
人
骨
や
，
そ
れ
に
と
も
な
う
土
器
・
石
器
を
は
じ
め
と
す
る
副
葬

品
が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
墓
壙
外
の
遺
物
包
含

層
か
ら
は
，
こ
の
時
期
を
特
徴
づ
け
る
漁
労
具
で
あ
る
「
魚
形
石
器
」
の
祖
型

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
資
料
も
発
見
さ
れ
，
こ
れ
か
ら
の
研
究
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。
同
遺
跡
で
は
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た
現
地
説
明
会
や
礼
文
華

小
学
校
児
童
の
体
験
発
掘
を
実
施
し
，
九
月
一
二
〜
一
四
日
に
は
北
大
の
全
学

教
育
「
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
年
生
も
受
け
入
れ
ま
し
た
。

実
習
の
実
施
に
あ
た
り
，
今
年
も
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
豊
浦
町
教
育
委
員
会
・
豊
浦
町
郷
土
研
究
会
の
方
々
に
，
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
室
で
は
こ
の
ほ
か
，
毎
年
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
土
器
製
作
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
，
噴
火
湾
北
岸
縄
文
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の

一
環
と
し
て
，
礼
文
華
遺
跡
周
辺
で
サ
テ
ラ
イ
ト
候
補
と
な
り
う
え
る
文
化
財

や
自
然
を
検
討
す
る
踏
査
（
四
月
二
九
日
〜
五
月
一
日
）
も
行
い
ま
し
た
。

教
員
の
活
動
と
し
て
，
小
杉
教
授
は
豊
浦
町
秘
境
小
幌
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
九
月

一
八
日
）
で
講
演
者
・
パ
ネ
ラ
ー
を
つ
と
め
た
ほ
か
，
北
大
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
，
札
幌
国
際
大
学
縄
文
世
界
遺
産
研
究
室
へ
の
協
力
な
ど

に
忙
し
い
一
年
で
し
た
。
ま
た
，
高
瀬
准
教
授
は
，
科
研
費
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
日
露
米
の
調
査
チ
ー
ム
を
率
い
て
北
千
島
の
占
守
島
で
発
掘
調
査
を
行
い
，

目
的
と
し
て
い
た
動
物
遺
存
体
の
回
収
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
卒
業
・

修
了
生
は
学
部
生
・
院
生
一
名
ず
つ
と
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
，
そ
れ
ぞ
れ
が

地
元
で
の
活
躍
を
期
し
て
社
会
へ
と
船
出
し
ま
し
た
。
今
後
の
飛
躍
を
期
待
し

ま
す

（
文
責
：
高
瀬
）

。


